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ふじみ野市の現状
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人 口 １１４，３３３人（9月現在）
世帯数 ５５，８１０世帯
面 積 １４．６１㎡
６５歳以上人口 29，１６０人
７５歳以上人口 １８，０９１人
高齢化率 ２５．５％
生活圏域 ４ヶ所
高齢者あんしん相談センター４ヶ所
第９期介護保険料 5,７５０円
被保険者数 ２９，０４５人（9月現在）
認定者数 ５，７７１人
認定率 １９，８７％
保護率 1.6６%(７月現在)
保護世帯数 １，５３５世帯（９月現在）
保護人員 2,880人（９月現在）
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孤独・孤立の取組
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令和７年度の官民連携プラットホームの取組の一環として、
市内商業施設『トナリエ』さんと連携、普及啓発イベントを実施

イベントを通じ、地域との繋がり取組としての『立ち寄りカフェ』、
孤独・孤立の防止のための『出前相談会』、珈琲を通じた地域づくり
『コミュニティカフェ・トレゾー』、普及啓発として『パネル展』



高齢者が抱える問題
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・急な入院等の手続きや緊急連絡先
・医療費、賃料、介護サービスの支払い等
・死後の葬儀や埋葬の手続き
・孤独しないようための見守り



問題を解決する前に
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不安を抱えている高齢者は、元気な方が
多いことが分かり、成年後見制度には該
当しない方が多いことも分かった



問題を解決するには➀
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判断能力が低下すれば、法定後見制度で
解決することも多いが、そこまでの判断能
力の低下には至らない場合、任意後見制
度になる。しかし、任意後見制度の利用を
している人は非常に少ない現状である。



問題を解決するには➁
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任意後見制度以外で、解決する方法はな
いのか検討…
社会福祉協議会は市民からの信頼もあり、
見守りや、委任契約、死後事務を行えば、
ニーズはあると考えた。



問題を解決するには➂
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専門職の方を招いての作業部会を行い、
見守り、事務委任、死後事務を３点セット
で行うことで、高齢者の問題を解決するこ
とが出来ると考えた。



問題を解決するには➃

9

©2023FUJIMINOCITY


	スライド 1: 埼玉県孤独・孤立対策官民連携プラットホーム意見交換会　
	スライド 2: ふじみ野市の現状
	スライド 3: 孤独・孤立の取組
	スライド 4: 高齢者が抱える問題
	スライド 5: 問題を解決する前に
	スライド 6: 問題を解決するには➀
	スライド 7: 問題を解決するには➁
	スライド 8: 問題を解決するには➂
	スライド 9: 問題を解決するには➃

